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6教室開催
（104コマ延べ1,438人）
※体育施設全体

利用者アンケートで「満
足」が60％以上

とても満足62％
まあまあ満足以上90％
※体育施設全体

苦情・要望に対する対応
苦情・要望には10日以内に
回答

ご意見ボード設
置。即日回答掲
示。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

(1)新潟市体育施設条例（以下「条例」という。）に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健
全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する管理運営を行うこと。
(2)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等利用を確保するこ
と。
(3)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。
(4)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。
(5)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘
義務を遵守すること。
(6)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。
(7)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。
(8)指定管理者制度を理解し、実践すること。

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

市 民

広報の充実
ホームページ等による施設
の情報を月1回以上更新

HP・ＦＢ毎日更新
親しみやすい内容かつ
毎日更新している点は
評価できる。

基準利用者数の達成 利用者数年間33,000人以上
22,587人

(対目標68.4％）

年間を通して新型コロ
ナウイルス感染症の影
響があり、4・5月の休
館等、利用者数の達成
が困難な状況であっ
た。その中で必要な感
染対策を講徐々に利
用者が戻ってきている
状況を鑑みB評価とす
る。

各種サービス別満足度

地域連携・社会貢献活動
社会貢献活動（地域連携事
業）年1回以上実施

地域連携スポーツ教室
（3教室全184コマ延べ
2,084人）
中之口元旦マラソン会
場※体育施設全体

目標を超えて活動を実
施した点は評価でき
る。

本市施策に合致した
サービス提供

本市施策に合致した自主事
業（スポーツ教室等）の実
施

施設概要

敷地面積
3,966.00㎡
延床面積
3,564.00㎡
構　　造
鉄筋コンクリート２階建（一部３階）
主要設備
アリーナ（バスケットボールコート２面），事務室，ステージ，会議室，更衣室，シャワー室，ト
イレ，身障者用トイレ，トレーニングルーム，柔剣道場，ランニングコース，観覧席

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り,市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的とし
て,体育施設を設置する。

担当課 西蒲区地域総務課

所在地 新潟市西蒲区中之口２９８番地

根拠法令 スポーツ基本法

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

施設名 新潟市中之口体育館

管理者名 中之口・潟東地区体育施設運営グループ 令和2年4月1日 令和7年3月31日

設置条例 新潟市体育施設条例
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上半期の臨時休館等の影響で利用人数減となったが収入の部分は目標を超えたので評価できる。秋から再開したス
ポーツ教室においても前年度と同等の参加者数となり一安心したところ。密を避けることと利用者増との矛盾した問題に
対しては、スポーツ教室の種類を増やし、稼働の少ない時間帯の有効活用をしていく。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

指定管理初年度ではあるが、前指定管理期間の経験やノウハウを生かし安心・安全な施設管理を行っていただいた。
新型コロナウイルス感染症の影響による、施設の休館や大会の中止等があり、利用者数の項目で目標値を達成できな
かったが、適切な感染対策を講じながら施設を運営し、使用料収入の増加に努めたことを高く評価する。
コロナ禍の密を避けなければならない状況下で、利用者数の増加は難しい課題であるが、次年度は感染対策に留意しな
がら稼働率の向上に努めていただきたい。

労働関係法令の遵守 遵守している

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

人 材

配置人員条件の充足
業務に必要な資格又は専門
知識，経験を有する職員の
配置

適切に配置

配置人員のミッションの理解度
とスキルの習得度

職員研修を年2回以上実施 6月・12月

労働基準の充足

自己管理システム
事業報告書において、業務
の自己点検と業務への反映
についての具体的記載

毎月本社と現場で
連携し確認してい
る

事故防止の取組

・補償を伴う事故発生件数
0件
・設備、備品等の点検、事
故防止対策の実施

左記件数０　備品等は
毎月保守点検、設備は
9月・3月（電気設備は
毎月）に点検をしいる

・危機管理マニュアルの職
員周知
・防災訓練年2回以上実施

6月・12月

事件・事故発生時の
対応の適切さ

・利用者の安全確保のため
の対応が整理されている
（避難の誘導や蘇生対応
等）
・市の主管課及び警察や消
防への連絡体制が整備され
ている
・事故・事件対応訓練や講
習会の実施

危機発生時対応
マニュアルに基づ
き研修及び応急
処置の実技練習
を行ってる業務

他施設との連携に関する理解 他施設と連携会議を実施
定期的に指定管理
者会議を開催

事業計画・事業報告の適切さ
事業報告の締切厳守及び、
報告が分かりやすく、かつ
正確である

適切に処理

安全責任者の配置と安全確保体
制の確立

関係法令の遵守
個人情報保護，情報公開及
びコンプライアンスに関す
る研修年1回以上

本社及び現場に
て各1回

業務仕様書等に定める
事項の遵守

その他業務仕様書等に定め
る事項の遵守

遵守している

財務

使用料収入の達成　
使用料収入を年間2,800千
円以上（免除料金含む）

3,592千円
（対目標128.3％）

新型コロナウイルス感
染症の影響がある中、
目標値比128％であっ
た点は評価できる。

管理運営経費削減への取り組み
省エネ・環境に配慮した取
り組みの実施

効率的なアリーナ
LEDの活用

【評価基準】

Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


